
一．

は
じ
め
に

日
本
で
江
戸
時
代
か
ら
大
衆
的
な
人
気
を
博
し
て
い
る
『
三
国
志
演

義
』1

は
、
現
在
で
は
、
小
説
に
止
ま
ら
ず
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

そ
の
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、「
三
国

志
」
ブ
ー
ム
は
何
度
か
訪
れ
、
平
成
に
入
り
定
着
し
た
と
さ
れ
て
お
り2

、

ブ
ー
ム
を
形
成
す
る
作
品
の
多
く
が
、
元
を
質
せ
ば
吉
川
英
治
の
『
三

國
志
』3

に
行
き
当
た
る4

。
例
え
ば
、
柴
田
錬
三
郎5

は
一
九
五
五
年
に
吉

川
版
を
再
話
し
た
際
、「「
三
国
志
」
と
は
こ
ん
な
に
面
白
い
も
の
か
、

と
お
わ
か
り
に
な
っ
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
「
吉
川
三
国
志
」
を
お
読
み

に
な
る
と
い
い6

。」
と
『
三
国
志
演
義
』
で
は
な
く
吉
川
版
を
読
者
に

薦
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
既
に
一
九
五
〇
年
代
に
は
、
吉
川

版
が
『
三
国
志
演
義
』
再
話
の
決
定
版
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る7

。

こ
の
よ
う
に
、
吉
川
版
は
、
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
受

容
に
お
い
て
重
要
な
作
品
だ
が
、
戦
前
に
お
け
る
唯
一
の
再
話
で
は
な

く
、
日
中
戦
争
と
い
う
時
代
の
中
で
、
他
の
再
話
作
品
と
相
前
後
し
な

が
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
あ
っ
た
。
吉
川
版
連
載
前
後
、
一
九
三
九
年
か

ら
一
九
四
一
年
の
僅
か
三
年
程
の
間
に
、
残
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
六
種

類
も
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
が
新
し
く
出
版
さ
れ
て
い
た
の
で
あ

る
。
従
来
、『
三
国
志
演
義
』
の
受
容
に
お
い
て
は
、
吉
川
版
の
重
要

性
の
み
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
本
論
文
で
は
、
吉
川
版
も
含
む
、
こ

の
「
三
国
志
」
ブ
ー
ム
と
も
言
え
る
日
中
戦
争
期
の
三
年
間
が
、
日
本

に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
受
容
に
と
っ
て
重
要
な
画
期
を
な
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
た
い
。
江
戸
時
代
に
成
立
し
た
『
通
俗
三
國
志
』
の
完

成
度
の
高
さ
故
に
停
滞
し
て
い
た
『
三
国
志
演
義
』
の
大
人
向
け
再
話

は
、
日
中
戦
争
期
の
中
国
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
契
機
に
多
数
登

場
し
、
戦
後
受
容
の
基
礎
を
成
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
、
先
行
研
究
は
、

吉
川
版
の
合
理
化
や
曹
操
像
の
刷
新
を
評
価
し
て
き
た
が
、
そ
れ
ら
の

傾
向
は
日
中
戦
争
期
の
他
の
再
話
に
も
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、

吉
川
版
以
外
の
作
品
へ
の
再
検
討
の
一
歩
と
し
た
い
。
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日
中
戦
争
期
に
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二．

日
中
戦
争
期
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
に
つ
い
て

ａ．

出
版
状
況

『
三
国
志
演
義
』
関
連
小
説
と
し
て
、
明
治
期
は
一
般
的
に
江
戸
時

代
に
成
立
し
た
『
通
俗
三
國
志
』
や
そ
の
簡
略
版
が
老
若
問
わ
ず
読
ま

れ
て
い
た
が
、
二
十
世
紀
に
入
り
多
様
化
し
、『
三
国
志
演
義
』
の
注

釈
や
翻
訳
、
子
ど
も
向
け
の
再
話
と
い
っ
た
『
通
俗
三
國
志
』
と
は
異

な
る
タ
イ
プ
の
著
作
が
出
現
し
た8

。
そ
し
て
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、

注
釈
、
翻
訳
、
子
ど
も
向
け
再
話
の
い
ず
れ
に
も
当
て
は
ま
ら
な
い
、

大
人
向
け
の
再
話
が
多
数
登
場
す
る
。
一
九
三
九
年
の
岡
本
成
蹊
『
三

國
志
』9

を
筆
頭
に
、
吉
川
版
、
村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』10

、
一
九
四
〇

年
の
雄
山
閣
編
『
三
國
志
』11

、
一
九
四
一
年
の
弓

芳
夫
『
三
國
志
』12

と
、

僅
か
三
年
の
間
に
五
作
品
が
陸
続
し
た13

。

そ
れ
ま
で
『
通
俗
三
國
志
』
の
抄
訳
や
、
毛
宗
崗
本
の
翻
訳
・
注
釈

な
ど
は
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
大
人
向
け
の
口
語
再
話
は
確
認
で
き
て

い
な
い
。『
通
俗
三
國
志
』
の
再
版
は
続
い
て
い
た
が
、
再
話
に
限
っ

て
言
え
ば
、『
西
遊
記
』
や
『
水
滸
伝
』
の
方
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い

た14

。
し
か
し
、
日
中
戦
争
期
の
読
者
に
と
っ
て
、
そ
れ
ま
で
読
ま
れ
て

き
た
『
通
俗
三
國
志
』
は
、
読
み
辛
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
新

し
く
口
語
再
話
が
出
現
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る15

。
大
人
向
け
口
語
再

話
の
登
場
は
、『
通
俗
三
國
志
』
か
ら
離
れ
た
読
み
や
す
い
形
で
『
三

国
志
演
義
』
の
魅
力
を
再
発
見
さ
せ
、
戦
後
、『
三
国
志
演
義
』
が
人

気
を
呼
ぶ
大
き
な
要
因
と
な
っ
た
。

ま
た
、
評
釈
、
翻
訳
及
び
子
ど
も
向
け
再
話
は
、
漢
学
者
と
児
童
文

学
の
書
き
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
お
り
、
読
者
も
『
三
国
志
演
義
』
を

漢
学
や
児
童
文
学
と
し
て
受
容
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
一
方
、

日
中
戦
争
期
に
大
人
向
け
の
再
話
を
担
っ
た
人
々
は
、
英
語
教
師
の
岡

本
、
大
衆
小
説
家
で
あ
る
吉
川
、
中
国
在
住
の
村
上
、
新
聞
記
者
出
身

の
弓

な
ど
多
様
で
あ
る
。
様
々
な
背
景
や
個
性
を
持
つ
書
き
手
た
ち

が
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
を
行
っ
た
た
め
、
漢
学
や
児
童
文
学
と
は

一
線
を
画
し
た
個
性
豊
か
な
再
話
が
生
ま
れ
た
。

日
中
戦
争
期
は
、
そ
れ
ま
で
読
ま
れ
て
き
た
『
通
俗
三
國
志
』
か
ら
、

多
様
な
作
者
に
よ
る
口
語
再
話
へ
と
、
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』

が
大
き
く
転
換
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。

ｂ．
「
三
国
志
」
ブ
ー
ム
の
背
景

日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
の
多
く
は
、
中
国
へ
の
理

解
を
促
す
と
い
う
役
割
を
強
く
意
識
し
て
い
る
。

弓

は
、
第
一
書
房
の
「
戰
時
體
制
版
」
の
中
で
『
西
遊
記
』『
水

滸
傳
』『
三
國
志
』
と
、
代
表
的
な
中
国
古
典
小
説
の
再
話
を
担
当
し

た
。『
西
遊
記
』
の
「
は
し
が
き
」
で
は
、
一
九
三
一
年
の
改
造
社
版
、

一
九
三
九
年
の
「
戰
時
體
制
版
」
双
方
で
、
同
書
の
魅
力
を
説
い
て
い

る
に
過
ぎ
ず
、
戦
時
体
制
や
中
国
理
解
は
強
調
さ
れ
て
い
な
い16

。
一
九

四
〇
年
の
『
水
滸
傳
』
の
「
は
し
が
き
」
で
は
、
元
々
の
ス
ト
ー
リ
ー
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の
面
白
さ
な
ど
に
加
え
、「
支
那
事
變
以
來
わ
れ

く
の
耳
に
或
は
目

に
馴
染
の
深
い
土
地
の
名
が
隨
所
に
」
出
て
く
る
た
め
一
層
興
味
が
増

す
と
し17

、
一
九
四
一
年
の
『
三
國
志
』
で
は
、「
は
し
が
き
」
に
時
局

と
著
作
を
結
び
付
け
る
姿
勢
が
強
く
打
ち
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
先

ず
、
三
國
志
の
「
幾
多
人
物
の
間
に
行
は
れ
た
物
凄
い
鬪
爭
と
、
血
の

染
む
や
う
な
權
謀
は
、
正
に
「
支
那
の
姿
」
そ
の
物
」
だ
と
述
べ
、
自

ら
の
興
味
は
固
よ
り
、
現
在
の
日
支
関
係
に
鑑
み
て
「
支
那
と
い
ふ
國

を
知
る
助
け
」
に
す
べ
く
訳
述
に
臨
ん
だ
と
し
、
そ
の
点
に
お
い
て
第

一
書
房
と
考
え
が
一
致
す
る
と
言
う
。
ま
た
、『
水
滸
傳
』
同
様
、
地

名
に
よ
る
興
味
の
増
大
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、「
支
那
事
變
勃
發
以
來
、

忠
勇
な
る
皇
軍
が
奮
戰
し
た
地
名
」
と
書
き
、
よ
り
踏
み
込
ん
だ
表
現

に
な
っ
て
い
る18

。
こ
う
し
た
弓

の
著
作
に
お
け
る
「
は
し
が
き
」
の

変
遷
か
ら
は
、
時
代
が
進
む
と
同
時
に
、
同
じ
作
者
が
同
じ
中
国
古
典

の
再
話
を
行
っ
て
も
、
中
国
理
解
を
訴
え
る
比
重
が
高
く
な
っ
て
い
る

こ
と
が
窺
え
る
。

他
の
再
話
で
も
、
中
国
理
解
を
促
す
た
め
に
、『
三
国
志
演
義
』
再

話
を
勧
め
る
例
が
多
く
見
ら
れ
る
。

村
上
版
の
広
告
文
に
は
、
恐
ら
く
編
集
者
の
手
で
「
劇
的
表
出
に
よ

る
支
那
的
性
格
の
極
限
･
人
間
性
の
暴
露
と
人
生
的
叡
智
の
啓
示

老

大
國
三
千
年
の
歴
史
―マ

マ

そ
の
自
然
と
經
濟
と
政
治
の
全
環
を
母
胎
と
し

て
生
成
し
た
鬱
然
た
る
大
樹
。
こ
れ
こ
そ
支
那
民
族
の
傳
統
と
文
化
の

極
致
的
表
現
で
あ
る
。」
と
謳
わ
れ
、
村
上
版
の
中
に
中
国
の
伝
統
と

文
化
が
語
ら
れ
て
い
る
と
し19

、「
序
」
で
も
、
中
国
人
を
知
る
の
に
て

っ
と
り
早
い
方
法
は
な
い
と
し
つ
つ
も
、
固
い
も
の
が
厭
な
ら
、
三
国

志
演
義
と
紅
楼
夢
と
水
滸
伝
に
眼
を
通
せ
ば
良
い
と
説
き
、「
私
が
茲

に
『
三
国
志
演
義
』
を
臺
本
と
し
て
の
物
語
を
書
い
た
の
も
、
日
支
の

關
係
今
日
の
如
く
に
な
る
に
際
し
て
、
斯
か
る
方
面
か
ら
で
も
、
同
胞

の
中
國
人
に
就
い
て
の
認
識
を
深
め
た
い
と
思
っ
た
か
ら
に
外
な
ら

ぬ
。」
と
、
時
局
を
受
け
、
中
国
人
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
た
め

に
本
書
を
書
い
た
と
す
る20

。

吉
川
版
の
連
載
前
の
予
告
「
次
の
新
聞
小
説
」
で
は
、
新
聞
社
、
吉

川
、
挿
絵
を
担
当
し
た
矢
野
橋
村
の
何
れ
も
が
、
中
国
理
解
の
必
要
性

を
説
き
、「
新
東
亜
」
建
設
時
代
に
吉
川
版
が
書
か
れ
る
意
義
を
強
調

し
て
い
る
。
ま
た
、
読
者
も
中
国
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
て
い

る
よ
う
で
、
吉
川
は
「
日
本
の
総
意
の
対
象
」
と
い
う
語
を
用
い
、
中

国
理
解
の
重
要
性
は
読
者
を
含
む
日
本
全
体
の
共
通
認
識
だ
と
し
て
い

る21

。野
村
版
の
「
ま
へ
が
き
」
で
も
、
自
著
を
通
し
て
中
国
を
知
る
よ
う

説
い
て
い
る
。
中
国
と
日
本
の
相
違
と
、『
三
国
志
演
義
』
に
描
か
れ

た
中
国
と
「
現
代
の
支
那
」
が
似
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、『
三
国
志

演
義
』
を
通
し
た
中
国
理
解
を
訴
え
て
い
る
。
中
国
の
人
々
の
考
え
方

は
日
本
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
説
明
し
て
お
り
、
登
場
人

物
の
行
動
と
実
際
の
対
中
状
況
を
重
ね
て
い
る
よ
う
に
読
め
な
く
も
な

い22

。
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こ
の
よ
う
に
弓

版
、
村
上
版
、
吉
川
版
、
野
村
版
の
執
筆
に
は
、

中
国
の
捉
え
方
に
差
は
あ
る
も
の
の
、
日
中
理
解
の
一
助
に
し
た
い
と

い
う
動
機
が
共
通
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ま
た
、
小
説
以
外
で
も
、
太
田
熊
藏
『
諸
葛
孔
明
傳
』
で
は
、
諸
葛

亮
が
「
支
那
隨
一
の
偉
人
」
と
さ
れ
、
中
国
を
代
表
す
る
存
在
だ
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
大
東
亜
共
栄
圏
を
作
り
上
げ
る
た
め
に
中
国
理
解
が

求
め
ら
れ
る
中
、
諸
葛
亮
が
必
要
視
さ
れ
て
い
る23

。

こ
の
よ
う
な
『
三
国
志
演
義
』
を
用
い
て
中
国
を
理
解
し
よ
う
と
す

る
態
度
は
、
一
九
一
二
年
の
久
保
天
隨
『
新
譯
／
演
義
三
国
志
』
や
、

一
九
二
六
年
の
最
上
哲
夫
『
三
國
志
物
語
』、
一
九
二
九
年
の
早
稻
田

大
學
出
版
部
編
『
物
語
支
那
史
大
系
』24

な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い
た
め
、

日
中
戦
争
以
前
は
、
同
時
代
中
国
の
理
解
と
『
三
国
志
演
義
』
は
強
固

に
結
び
付
け
ら
れ
て
い
な
い
と
言
え
る
。

日
中
戦
争
期
に
読
者
の
間
で
中
国
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
出
版
が
そ

れ
に
応
え
よ
う
と
す
る
状
況
下
で
、『
三
国
志
演
義
』
は
、
読
み
や
す

い
大
衆
文
芸
と
し
て
日
本
で
も
長
く
受
容
さ
れ
て
き
た
た
め
読
者
の
興

味
が
見
込
め
る
こ
と
、
戦
史
で
あ
り
実
際
の
戦
況
と
地
名
が
重
な
っ
て

お
り
、
人
物
像
も
重
ね
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
多
数
の
再
話
が
出
版

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三．
『
三
国
志
演
義
』
再
話
本
文
の
検
討

ａ．

先
行
研
究
の
整
理

様
々
な
作
者
の
手
で
『
三
国
志
演
義
』
が
再
話
さ
れ
て
い
る
現
象
は

同
時
代
に
も
認
識
さ
れ
て
お
り
、
桑
原
は
一
九
四
二
年
に
、
長
さ
や
反

復
、
定
型
の
繰
り
返
し
と
い
う
『
通
俗
三
國
志
』
の
長
所
が
失
わ
れ
て

い
る
と
し
て
、
村
上
版
、
弓

版
、
吉
川
版
を
批
判
し
、
そ
れ
ら
の
特

徴
を
現
代
化
、
常
識
化
と
ま
と
め
て
い
る25

。

こ
れ
に
対
し
て
、
先
行
研
究
の
多
く
は
、
吉
川
版
の
独
自
性
を
評
価

し
て
い
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
中
か
ら
、
合
理
化
と
人
物
像
の
刷
新
に

つ
い
て
扱
う
。
吉
川
版
の
合
理
化
に
つ
い
て
は
、
現
代
の
作
家
の
眼
か

ら
不
必
要
な
怪
奇
性
を
除
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る26

。
人
物
像
の

刷
新
に
つ
い
て
は
、
中
で
も
曹
操
に
つ
い
て
の
言
及
が
多
く
、
吉
川
が

同
情
的
態
度
に
立
ち
、
人
間
的
な
魅
力
を
描
く
中
で
、
独
自
の
曹
操
像

に
到
達
し
、
三
国
志
の
世
界
が
勧
善
懲
悪
か
ら
立
場
の
違
う
好
漢
た
ち

の
闘
争
の
ド
ラ
マ
に
な
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る27

。

こ
の
よ
う
に
、
先
行
研
究
で
は
、
吉
川
の
熱
を
込
め
た
現
代
的
な
描

き
方
に
よ
っ
て
『
三
国
志
演
義
』
よ
り
も
曹
操
、
そ
し
て
物
語
全
体
の

魅
力
が
増
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
同
時
代
の
『
三
国
志
演
義
』

の
再
話
の
中
で
、
吉
川
版
だ
け
が
唯
一
、
合
理
化
を
行
い
、
曹
操
を
魅

力
的
に
映
そ
う
と
し
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
他
に
も
似
た
傾
向
を
持
つ

再
話
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
先
行
研
究
が
吉
川
版
の
特
徴
と
す
る
、
合

理
化
、
人
物
像
の
刷
新
と
い
う
二
点
を
、
他
の
再
話
と
併
せ
て
検
討
す

る
。
従
来
、
吉
川
版
の
特
性
と
考
え
ら
れ
て
き
た
傾
向
は
、
同
時
代
の

他
の
再
話
に
も
共
通
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
再
話
に
お
い
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て
は
底
本
を
引
き
写
す
際
の
筆
の
走
り
と
い
う
要
素
も
大
き
く
、
方
向

性
は
同
一
作
品
に
お
い
て
も
一
様
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
が
必
要
で
あ

る
。

ｂ．

合
理
化

こ
こ
で
は
、
日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
に
つ
い
て
、

合
理
化
と
い
う
観
点
か
ら
検
討
す
る
。

合
理
化
に
つ
い
て
、『
三
国
志
演
義
』
で
は
関
羽
の
祟
り
と
さ
れ
る

呂
蒙
の
死
の
場
面
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
関
羽
を
捕
え
た
呂
蒙
は
、

荊
州
を
収
め
た
慶
賀
の
宴
席
で
孫
権
を
罵
り
、
関
羽
だ
と
名
乗
っ
た
上

で
絶
命
す
る
。
各
本
か
ら
、
孫
権
か
ら
杯
を
差
し
出
さ
れ
た
呂
蒙
が
、

関
羽
の
霊
に
取
り
憑
か
れ
命
を
落
と
す
場
面
を
引
く
。

『
通
俗
三
國
志
』
の
底
本
、
李
卓
吾
本
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

於
是
呂
蒙
接
酒
欲
飮
。
忽
然
擲
盃
於
地
。
一
手

住
孫
權
。
�
聲

大
罵
曰
。
碧
眼
小
兒
。
紫
髯

輩
。
還
識
吾
否
衆
將
大
驚
。
急
救

時
。
蒙
推
孫
權
大

前
進
坐
於
孫
權
位
上
。
神
眉
倒
竪
雙
眼
圓
�

而
言
曰
。
吾
自
破

巾
以
來
。
縱

天
下
三
十
年
矣
。
被
汝
一
旦

以
姦
計
圖
之
吾
生
不
能
啖
汝
之
肉
。
死
當
以
追
呂
賊
之

。
吾
乃

漢
壽
亭
侯
關
雲
長
也
。
權
大
驚
。
慌
率
大
小
將
士
皆
下
拜
。
只

見

蒙
七
竅
鮮
血
迸
流
死
於
座
下
。
衆
將
見
之
。
旦
夕
恐
懼28

。

吉
川
版
の
底
本
と
さ
れ
る
『
通
俗
三
國
志
』
で
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。

呂
蒙
盃
を
と
つ
て
飮
ん
と
し
け
る
が
、
俄
か
に
盃
を
地
に
投
弃
、

手
に
孫
權
が
胸
を
�
ん
で
、
大
音
聲
を
あ
げ
、
碧
眼
の
小
兒
紫
髯

の
鼠
輩
、
か
へ
つ
て
わ
れ
を
し
れ
り
や
と
、
罵
り
け
れ
ば
、
諸
人

が
お
ど
ろ
い
て
立
さ
わ
ぐ
所
に
、
呂
蒙
つ
ひ
に
孫
權
を
お
し
の
け
、

大
い
に

ん
で
上
座
に
す
ゝ
み
、
眼
を
怒
ら
し
眉
を
は
り
、
わ
れ

黄
巾
の
賊
を
破
つ
て
よ
り
、
天
下
に
縱
横
す
る
こ
と
三
十
年
、
一

旦
汝
が
い
つ
は
り
の
計
事
に
落
さ
れ
、
わ
れ
生
て
汝
が
、
肉
を
啖

こ
と
あ
た
は
ず
。
死
し
て
必
ず
、
呂
賊
が
魂
を
追
ん
。
我
は
す
な

は
ち
、
漢
の
壽
亭
侯
關

な
り
と
よ
ば
ゝ
り
け
れ
ば
、
孫
權
お
そ

れ
お
ど
ろ
き
、
諸
將
と
共
に
地
に
拜
す
。
と
き
に
呂
蒙
は
、
七
竅

よ
り
血
ほ
ど
ば
し
り
て
立
所
に
死
け
れ
ば
、
見
る
人
み
な
、
身
の

毛
よ
だ
ち
て
怕
れ
あ
へ
り29

。

こ
の
よ
う
に
、『
三
国
志
演
義
』『
通
俗
三
國
志
』
で
は
、
関
羽
の
霊

が
座
に
い
た
一
同
に
認
識
さ
れ
、
呂
蒙
の
身
に
起
き
た
怪
事
が
は
っ
き

り
と
描
か
れ
て
い
る
。
雄
山
閣
版
は
、
殆
ど
『
通
俗
三
國
志
』
を
な
ぞ

っ
て
お
り
、
弓

版
は
、
大
き
く
書
き
換
え
て
い
る
も
の
の
、
大
筋
は

変
わ
ら
ず
、
合
理
化
は
な
さ
れ
な
い
。

吉
川
版
は
、
合
理
化
と
し
て
、
宴
席
の
場
面
の
後
に
附
言
を
つ
け
て
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い
る
。

す
る
と
呂
蒙
は
や
に
は
に
杯
を
擲
つ
て
、
孫
權
を
は
つ
た

、
、
、

と
睨

め
つ
け
、

「
碧
眼
の
小
兒
、
紫
髯
の
鼠
賊
、
思
い
上
る
を
止
め
よ
」

と
、
大
喝
し
て
、
な
ほ
何
か
罵
り
出
し
た
。

滿
座
の
人
々
は
總
立
ち
に
な
つ
て
、
彼
の
周
り
に
集
ま
り
、
他

へ
連
れ
て
行
か
う
と
し
た
が
、
呂
蒙
は
怖
ろ
し
い
力
で
振
り
放
ち
、

愕
き
騒
ぐ
人
々
を
踏
み
つ
け
て
、
遂
に
上
座
を
奪
つ
て
し
ま
つ
た
。

そ
し
て
物
の
怪
に
憑
か
れ
た
眼
を
怒
ら
し
て
、

「
わ
れ
、
戦
場
を
縦
横
す
る
こ
と
三
十
年
、
一
旦
、
汝
ら
の
詐
り

に
落
ち
て
命
を
失
ふ
と
も
、
か
な
ら
ず
靈
は
蜀
軍
の
上
に
あ
つ

て

を
亡
さ
ず
に
は
措
か
ん
。
か
く
い
ふ
我
は
す
な
は
ち
漢
の
壽

亭
候
關

で
あ
る
」

と
、
吠
ゆ
る
が
如
く
云
つ
た
。

孫
權
も
諸
人
も
み
な
震
へ
あ
が
つ
て
ほ
か
の
閣
へ
逃
げ
て
し
ま

つ
た
。
だ
が
燈
は
消
え
て
眞
つ
暗
に
な
つ
た
そ
こ
か
ら
呂
蒙
は
出

て
來
な
か
つ
た
。
後
、
諸
人
が
そ
つ
と
灯
を
燈
し
て
そ
こ
へ
行
つ

て
み
る
と
、
呂
蒙
は
自
分
の
髪
の
毛
を
つ
か
ん
で
、
悶
え
死
ん
で

ゐ
た
。

こ
れ
も
當
時
流
布
さ
れ
た
巷
の
話
の
一
つ
で
あ
る
。
も
と
よ
り

眞
相
に
遠
い
こ
と
は
云
ふ
迄
も
な
か
ら
う
。
け
れ
ど
荊
州
占
領
の

後
、
幾
ば
く
も
な
く
し
て
呂
蒙
が
病
で
世
を
去
つ
た
こ
と
だ
け
は

事
實
で
あ
つ
た30

。

吉
川
版
は
『
三
国
志
演
義
』
に
沿
っ
て
呂
蒙
の
最
期
を
描
い
た
後
、
巷

間
の
噂
だ
と
附
言
し
、
合
理
化
を
図
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
呂
蒙
の
最

後
の
描
写
も
底
本
で
あ
る
『
通
俗
三
國
志
』
と
は
異
な
り
、
孫
権
を
は

じ
め
列
席
の
人
々
は
他
の
閣
に
逃
げ
、
後
か
ら
見
る
と
呂
蒙
が
死
ん
で

い
た
と
す
る
。
燈
が
消
え
暗
く
な
っ
た
宴
席
に
取
り
残
さ
れ
る
呂
蒙
と
、

時
間
が
経
っ
て
か
ら
灯
を
燈
し
て
呂
蒙
の
様
子
を
見
に
行
く
諸
人
の
様

子
は
、
怪
談
の
よ
う
な
静
謐
な
不
気
味
さ
を
湛
え
て
い
る
。
そ
の
場
で

血
を
吹
い
て
死
ぬ
方
が
衝
撃
が
強
く
臨
場
感
が
あ
る
が
、
後
か
ら
確
認

す
る
方
が
ス
ト
ー
リ
ー
性
及
び
リ
ア
リ
テ
ィ
が
あ
り
、
吉
川
の
叙
述
の

巧
み
さ
と
言
え
よ
う
。

野
村
版
は
子
ど
も
向
け
だ
が
、
吉
川
版
同
様
、
合
理
化
が
見
ら
れ
る
。

呂
蒙
は
孫
權
か
ら
差
さ
れ
た
盃
を
受
け
て
飮
ま
う
と
し
た
が
、
俄

か
に
地
に
な
げ
う
つ
て
す
つ
く
と
立
ち
上
が
つ
て
、

『
あ
を
目
の
小
童
、
紫
髭
の
鼠
（
い
づ
れ
も
孫
權
の
惡
口
）
め
、

わ
れ
を
見
知
つ
て
ゐ
る
か
！
』

と
大
音
聲
に
呼
ば
は
り
、
つ
か

く
と
孫
權
を
押
退
け
て
上
座

に
す
ゝ
ん
だ
。
こ
れ
は
と
驚
き
騷
ぐ
一
座
を
見
下
し
、
眼
を
怒
ら

せ
眉
を
張
つ
て
、
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『
黄
巾
の
賊
を
破
つ
て
よ
り
こ
の
か
た
天
下
を
縱
横
す
る
こ
と
三

十
餘
年
、
生
き
て
汝
が
肉
を
く
ら
へ
な
か
つ
た
代
り
に
呂
賊
（
呂

蒙
）
が
魂
を
追
出
し
て
く
れ
る
。
わ
れ
は
即
ち
漢
の
壽
亭
侯
關

だ
！
』

と
い
ふ
か
と
見
る
と
忽
ち
眼
鼻
口
か
ら
血
を
吹
き
だ
し
て
、
ば

つ
た
り
倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
つ
た
。
關

の
魂
が
呂
蒙
も
取
殺
し

た
の
だ
と
い
ふ
が
、
科
學
的
と
い
へ
ば
頗
る
怪
し
い
。
多
分
一
種

の
恐
怖
病
に
か
ゝ
つ
て
狂
死
し
た
の
だ
ら
う31

。

野
村
版
の
解
釈
は
、
巷
間
の
噂
と
断
ず
る
吉
川
版
と
は
異
な
り
、
呂
蒙

の
死
の
場
面
を
あ
る
程
度
認
め
つ
つ
、
呪
い
で
は
な
く
一
種
の
狂
死
だ

と
結
論
付
け
て
い
る
。
物
語
に
添
い
つ
つ
現
代
的
な
解
釈
を
示
す
姿
勢

は
多
分
に
教
師
的
で
あ
る
。
ま
た
、『
三
国
志
演
義
』
の
言
葉
を
残
し

つ
つ
括
弧
内
に
解
説
を
入
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
子
ど
も
を
読
者
に

し
つ
つ
も
、
よ
り
原
文
ら
し
い
も
の
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
窺

え
よ
う32

。

村
上
版
は
、
底
本
で
あ
る
『
三
国
志
演
義
』
毛
宗
崗
本
を
な
ぞ
っ
て

お
り
、
呂
蒙
の
死
の
非
科
学
的
な
性
格
に
つ
い
て
、
吉
川
版
、
野
村
版

の
よ
う
な
明
確
な
合
理
化
は
な
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、「
氣
が
觸
れ
た

呂
蒙
は
孫
權
を
つ
き
倒
し
、
の
つ
し

、
、
、

く
と
大
股
に

い
て33

」
と
、
不

可
解
な
行
動
を
取
る
呂
蒙
に
対
し
「
氣
が
觸
れ
た
」
と
い
う
形
容
を
添

え
て
い
る
。
こ
の
表
現
は
、『
三
国
志
演
義
』
の
訳
業
と
い
う
範
囲
の

中
で
事
態
を
合
理
化
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
村

上
の
著
作
の
全
般
的
な
特
徴
と
し
て
、
物
語
の
中
に
自
ら
の
言
葉
を
長

く
挟
ま
ず
、『
三
国
志
演
義
』
の
訳
本
を
提
示
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
が

挙
げ
ら
れ
る34

。
村
上
は
『
三
国
志
演
義
』
を
訳
述
す
る
際
に
、
合
理
化

が
際
立
た
な
い
よ
う
注
意
を
払
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
れ
で
も

「
氣
が
觸
れ
た
」
と
一
言
断
っ
た
と
こ
ろ
が
村
上
の
配
慮
で
あ
り
、『
三

国
志
演
義
』
と
の
違
い
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
再
話
が
、
大
筋
で
は
呂
蒙
の
死
を
『
三
国
志
演

義
』
に
沿
っ
た
形
で
描
く
中
、
岡
本
版
は
宴
席
の
場
面
を
大
幅
に
削
り
、

逆
に
孫
権
の
心
理
を
書
き
足
し
て
い
る
。

「
こ
れ
で
俺わ

し

の
希
望
の
ぞ
み

も
や
つ
と
達
しマ
マ

ら
れ
た
」

今
度
の
戰
ひ
に
功
勞
の
あ
つ
た
大
將
連
を
集
め
、
盛
ん
な
祝
宴

を
開
き
、
孫
權
は
席
上
さ
う
云
つ
て
頗
る
滿
悦
の
態
だ
つ
た
。

だ
が
、
歡
喜

よ
ろ
こ
び

と
悲
哀
か
な
し
み

と
は
紙
一
重
―
―
と
い
ふ
言
葉
が
あ
る
。

希
望
が
叶
つ
て
有
頂
天
に
な
つ
た
途
端
に
、
何
だ
か
物
足
り
な
い

寂
し
さ
が
、
犇
々
と
押
し
寄
せ
て
來
る
。

今
孫
權
が
丁
度
さ
う
だ
つ
た
。

漠
然
と
し
た
空
虚
な
氣
持
は
、
次
第
に
影
が
濃
く
な
つ
て
、

た
う
と
う

マ

マ

不
安
に
な
つ
て
來
た
。

戰
ひ
が
終
つ
て
間
も
な
く
、
第
一
の
殊
勲
者
で
あ
る
呂
蒙
が
死

ん
だ
。
關

の
亡
靈
に
取
り
憑
か
れ
て
、
目
、
耳
、
鼻
、
口
か
ら
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血
を
噴
き
出
し
、
悶
え
死
に
死
ん
だ
と
い
ふ
こ
と
だ
。

そ
れ
を
聞
く
と
、
孫
權
の
不
安
は
更
ら
に
大
き
く
な
つ
て
行
つ

た35

。

こ
こ
で
は
、
孫
権
の
心
理
を
描
く
紙
幅
で
『
三
国
志
演
義
』
通
り
の
場

面
を
描
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
敢
え
て
呂
蒙
の
死
は
簡
単
に
済
ま
さ

れ
、
逆
に
人
間
心
理
一
般
及
び
孫
権
の
心
理
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。『
三
国
志
演
義
』
や
他
の
再
話
で
は
呂
蒙
の
死
の
怪
し
さ
が
こ
の

場
面
の
眼
目
と
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
岡
本
版
は
孫
権
の
心
理
を
中

心
に
据
え
、
不
安
を
細
や
か
に
描
い
て
い
る
。
岡
本
版
は
呂
蒙
の
死
に

合
理
的
な
説
明
を
与
え
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、『
三
国
志
演
義
』
の

描
き
方
と
比
べ
、
心
理
描
写
を
加
え
た
こ
と
で
、
近
代
的
色
彩
が
増
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。
呂
蒙
の
死
を
関
羽
の
亡
霊
に
よ
る
も
の
と
し
な

が
ら
、
宴
席
で
の
呂
蒙
の
最
期
を
描
か
な
か
っ
た
の
も
、
宴
席
の
場
で

の
孫
権
の
歓
喜
を
強
調
し
て
描
く
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
日
中
戦
争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
は
、
底
本

を
な
ぞ
り
な
が
ら
も
表
現
を
工
夫
し
て
お
り
、
合
理
化
を
志
向
す
る
再

話
も
多
い
。
同
じ
よ
う
に
合
理
化
を
志
向
し
て
い
て
も
、
合
理
的
解
釈

に
加
え
筋
も
変
更
し
リ
ア
リ
テ
ィ
を
強
調
す
る
吉
川
版
、
原
文
を
語
っ

た
上
で
解
釈
を
つ
け
て
合
理
化
す
る
野
村
版
、
さ
り
気
無
く
単
語
で
合

理
的
解
釈
を
滲
ま
せ
る
村
上
版
と
、
そ
の
方
法
は
一
様
で
は
な
い
。
更

に
は
、
主
題
を
ず
ら
し
近
代
的
色
彩
を
添
え
る
岡
本
版
の
例
も
あ
り
、

色
々
な
表
現
が
模
索
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

ｃ．

人
物
像
の
刷
新

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
曹
操
像
に
つ
い
て
、
魯
迅
は
、
人
物
の

特
徴
を
強
調
す
る
余
り
、
作
者
の
意
図
と
は
異
な
り
、
曹
操
が
豪
爽
で

知
的
な
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
言
い36

、
一
方
で
、
劉
備
に
つ
い

て
は
、
偽
善
と
も
取
れ
る
態
度
を
批
判
し
て
い
る37

。『
三
国
志
演
義
』

で
は
、
善
の
劉
備
と
悪
の
曹
操
と
い
う
構
図
の
中
で
、
は
っ
き
り
と
は

示
さ
れ
な
い
曹
操
へ
の
肯
定
的
評
価
と
劉
備
へ
の
否
定
的
評
価
は
、
日

中
戦
争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て
い
る
も

の
も
あ
る
。
従
来
、
先
行
研
究
が
指
摘
し
て
き
た
吉
川
版
同
様
、
弓

版
、
岡
本
版
も
、『
三
国
志
演
義
』
の
よ
う
な
図
式
で
登
場
人
物
を
判

断
す
る
の
で
は
な
く
、
行
動
か
ら
評
価
す
る
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
示
し

て
い
る
。

先
ず
曹
操
に
つ
い
て
だ
が
、
弓

版
は
、『
三
国
志
演
義
』
同
様
、

曹
操
の
性
格
を
否
定
的
に
見
る
場
合38

や
行
動
を
揶
揄
す
る
場
合39

も
多

く
、
計
算
し
て
行
動
す
る
人
物
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
も
繰
り
返
さ
れ
る40

。

そ
の
一
方
で
、
感
情
を
露
わ
に
す
る
場
面
を
描
き
、
曹
操
を
人
間
的

に
描
い
て
い
る41

。
さ
ら
に
、
曹
操
を
肯
定
的
に
捉
え
る
場
面
も
多
く
、

判
断
力
や
不
屈
さ
な
ど
、
語
り
手
の
価
値
観
か
ら
見
て
評
価
で
き
る
と

こ
ろ
に
は
、
惜
し
げ
も
な
い
賞
賛
が
送
ら
れ
て
い
る42

。
死
に
臨
ん
で
の

妾
た
ち
や
墓
に
つ
い
て
の
指
示
に
対
し
「〔
…
〕
何
処
迄
も
曹
操
ら
し
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い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か43

。」
と
読
者
に
呼
び
掛
け
て
い
る
箇
所
は
、
こ

れ
ま
で
語
っ
て
き
た
曹
操
へ
の
親
近
感
に
溢
れ
、『
三
国
志
演
義
』
や

『
通
俗
三
國
志
』
の
、
悪
辣
非
道
な
曹
操
像
か
ら
脱
し
て
い
る
と
言
え

よ
う
。

岡
本
版
は
、
曹
操
を
否
定
的
に
見
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
、
肯
定
的
に

捉
え
て
い
る
。
登
場
し
て
間
も
な
い
段
階
で
、
董
卓
暗
殺
に
失
敗
し
た

曹
操
を
「
だ
が
、
流
石
は
曹
操
、
少
し
も
慌
て
た
樣
子
を
見
せ
ず
、

悠
々
と
�
を
持
ち
直
し
〔
…
〕44

」
と
描
き
、
暗
殺
に
失
敗
し
た
こ
と
を

悟
り
つ
つ
も
取
り
乱
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
評
価
し
て
い
る
よ
う
だ
。

弓

版
同
様
、
不
屈
さ
も
強
調
し45

、
ま
た
、
許
都
に
い
た
関
羽
が
劉
備

と
の
再
会
の
た
め
曹
操
の
下
を
辞
す
場
面
で
は
「
曹
操
も
正
に
天
下
の

大
人
物
。
英
雄
は
英
雄
を
知
る
と
い
ふ
の
か
、
今
は
己
れ
に
背
い
て
去

り
行
く
關

の
心
中
、
曹
操
な
れ
ば
こ
そ
解
き
得
る
の
だ
。
情
に
於
て

は
、
可
愛
さ
餘
つ
て
�
さ
百
倍
と
も
な
る
べ
き
所
で
あ
る
が
、
そ
こ
は

流
石
に
曹
操
の
偉
大
な
所
で
あ
ら
う46

。」
と
手
放
し
で
褒
め
て
い
る
よ

う
だ
。

一
方
、『
三
国
志
演
義
』
で
善
玉
と
さ
れ
る
劉
備
は
、
弓

版
で
も

岡
本
版
で
も
、
あ
ま
り
肯
定
的
に
描
か
れ
て
い
な
い
。

弓

版
は
、
劉
備
を
揶
揄
す
る
色
が
濃
く47

、
言
動
を
批
判
す
る
か
の

よ
う
な
部
分
も
多
い48

。「
傍
に
聞
い
て
ゐ
る
劉
備
が
、
一
刻
も
孔
明
を

手
離
せ
ぬ
な
ど
と
、
持
た
せ
振
り
を
見
せ
た
後
で
、
結
局
は
承
諾
を
與

へ
〔
…
〕49

」
な
ど
、
劉
備
の
行
動
を
計
算
や
裏
の
あ
る
も
の
と
し
て
捉

え
て
い
る50

。

岡
本
版
は
、
初
め
、
劉
備
の
行
動
を
不
思
議
な
も
の
と
し
て
眺
め
る

が51

、
劉
備
に
対
し
て
冷
た
い
表
現
も
散
見
さ
れ52

、
最
終
的
に
は
偽
善
者

と
断
じ
る
。

然
し
、
今
ま
で
同
じ
一
族
の
者
の
國
を
と
る
こ
と
は
出
來
な
い

な
ど
ゝ
、
妙
に
片
意
地
を
張
っ
て
ゐ
た
玄

も
こ
れ
（
引
用
者

注：

統
の
「
他
人
ひ

と

の
國
を
取
つ
と
い
て
、
樂
し
い
つ
て
の
は
、

什
う
云
ふ
の
で
す
か
ね
。
普
段
の
お
言
葉
と
違
や
し
ま
せ
ん
か
」

と
の
発
言
を
受
け
、
益
州
を
奪
う
こ
と
が
出
来
る
喜
び
を
指
す
か
）

が
本
音
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。
痛
い
所
を

か
れ
て
、
グ
ツ
と
來
た

の
だ
。
し
て
み
る
と
、
玄

と
い
ふ
人
物
は
、
餘
程
世
間
體
を
重

ん
ず
る
見
榮
坊
だ
つ
た
ら
し
い
。
謂
は
ゞ
一
種
の
僞
善
者
と
も
云

へ
よ
う53

。

弓

版
、
岡
本
版
双
方
で
、
曹
操
、
劉
備
の
評
価
が
『
三
国
志
演
義
』

と
異
な
る
箇
所
は
、
底
本
か
ら
離
れ
た
独
自
の
表
現
部
分
で
あ
り
、
口

語
の
色
彩
が
強
い
。
自
由
な
再
話
表
現
の
中
で
、
悪
役
と
い
う
だ
け
で

は
な
い
曹
操
の
魅
力
が
よ
り
は
っ
き
り
映
じ
、
善
玉
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

に
そ
ぐ
わ
な
い
劉
備
の
行
動
に
は
、
非
難
が
寄
せ
ら
れ
た
よ
う
だ
。
曹

操
は
、『
三
国
志
演
義
』
が
繰
り
返
し
説
く
漢
朝
の
簒
奪
者
と
い
う
見

方
に
捉
わ
れ
な
け
れ
ば
、
残
忍
さ
は
あ
っ
て
も
英
雄
と
し
て
称
揚
す
べ
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き
人
物
に
も
な
る
。
一
方
、
劉
備
の
言
動
は
、『
三
国
志
演
義
』
の
中

で
も
、
益
州
の
劉
璋
に
対
し
て
顕
著
な
よ
う
に
、
理
念
的
な
発
言
と
実

際
の
行
動
が
矛
盾
す
る
場
面
が
多
々
見
ら
れ
る
た
め
、
再
話
の
際
に
再

話
者
も
そ
の
点
を
指
摘
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
底
本
の
文
章
を
な
ぞ
ら
な

い
大
人
向
け
再
話
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
、
曹
操
に
対
す
る
評
価
を
高
く

し
、
劉
備
へ
の
疑
問
を
表
出
さ
せ
た
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

四．

ま
と
め

日
中
戦
争
期
に
出
版
さ
れ
た
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
本
文
を
検
討

し
、
合
理
化
、
人
物
像
の
刷
新
と
い
っ
た
傾
向
は
、
多
く
の
再
話
に
共

通
し
て
見
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』

の
合
理
化
と
人
物
像
の
刷
新
は
、
従
来
、
吉
川
版
の
功
績
と
さ
れ
て
き

た
が
、
実
際
に
は
、
吉
川
版
に
限
ら
ず
、
日
中
戦
争
期
に
出
版
さ
れ
た

再
話
作
品
全
体
に
見
ら
れ
る
変
化
で
あ
っ
た
。
吉
川
版
だ
け
が
『
三
国

志
演
義
』
の
現
代
化
の
先
駆
者
な
の
で
は
な
く
、
日
中
戦
争
期
に
『
通

俗
三
國
志
』
か
ら
離
れ
た
独
自
の
文
章
に
よ
る
再
話
が
多
数
出
現
し
た

こ
と
で
、
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
に
変
化
が
齎
さ
れ
た
の
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
き
た
吉
川
版
だ
け
で
は
な
く
、
日
中
戦

争
期
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
全
体
が
見
直
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

各
再
話
を
ど
の
よ
う
な
読
者
が
楽
し
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
、
日
中

戦
争
期
に
大
き
な
転
換
を
迎
え
た
日
本
に
お
け
る
『
三
国
志
演
義
』
の

再
話
が
、
戦
後
、
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
課
題
で
あ
る
。

注1

本
論
文
で
は
、『
三
国
志
演
義
』
全
般
を
指
し
『
三
国
志
演
義
』
と
表
記
す

る
。
版
本
の
違
い
は
必
要
に
応
じ
附
言
し
、
各
版
本
の
呼
称
及
び
引
用
は
、

周
文
業
「
三
国
志
演
義
版
本
比
較
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
拠
る
。『
通
俗
三
國
志
』

は
、
博
文

編
輯
局
編
『
通
俗
三
國
志
』
第
一
│
六
巻
（
博
文

文
庫
一

五
三
│
一
五
八
、
博
文

、
一
九
四
〇
年
）
に
拠
り
、
引
用
も
同
書
か
ら
行

っ
た
。
必
要
に
応
じ
、
他
の
も
の
も
参
照
し
た
。

引
用
文
中
の
傍
点
、
括
弧
、
太
字
は
、
原
文
に
よ
る
。
引
用
者
に
よ
る

括
弧
書
き
は
注
記
し
た
。
ル
ビ
は
原
則
と
し
て
省
略
し
、
特
殊
な
読
み
方

を
当
て
て
い
る
場
合
は
残
し
た
。

ま
た
、
原
文
と
対
照
で
き
る
も
の
を
翻
訳
、
そ
の
他
の
省
略
や
意
訳
を

含
む
も
の
を
再
話
と
呼
ぶ
。

2

雑
喉
潤
『
三
国
志
と
日
本
人
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
三
頁
。

3

吉
川
英
治
『
三
國
志
』﹇『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
六
日
夕

刊
│
一
九
四
二
年
十
月
三
十
日
夕
刊
﹈、
及
び
吉
川
英
治
『
新
編
三
國
志
』

﹇『
日
本
産
業
経
済
新
聞
』
一
九
四
二
年
十
一
月
三
日
夕
刊
│
一
九
四
三
年
九

月
五
日
夕
刊
﹈。
連
載
半
ば
で
の
『
中
外
商
業
新
報
』
の
合
併
に
よ
り
、
タ

イ
ト
ル
が
変
わ
っ
て
い
る
が
、
単
行
本
で
は
『
三
國
志
』
と
い
う
題
名
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
論
も
そ
れ
に
倣
う
。
吉
川
版
と
略
記
す
る
。

4
「
吉
川
『
三
国
志
』
な
ど
は
私
の
人
間
観
、
歴
史
観
に
影
響
を
与
え
な
か

っ
た
は
ず
は
な
い
の
に
、
こ
れ
も
原
作
で
は
読
ん
で
い
な
い
。
映
像
化
さ
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れ
、
漫
画
化
さ
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
で
、
何
か
「
よ
ろ
し
い
の
で
は
」

と
い
う
こ
と
で
す
ま
し
て
こ
れ
た

マ

マ

（
鷲
田
小
彌
太
『
時
代
小
説
に
学
ぶ
人

間
学
―
寝
食
を
忘
れ
さ
せ
る
ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド
』（
彩
流
社
、
二
〇
〇
七
年
）、

一
六
一
頁
）。」
こ
こ
で
は
、
映
像
や
漫
画
の
底
本
が
吉
川
版
だ
と
認
識
さ

れ
て
い
る
。

5

柴
田
錬
三
郎
『
柴
錬
三
国
志
英
雄
こ
こ
に
あ
り
』
上
下
﹇（
柴
田
錬
三
郎
選

集
十
│
十
一
、
集
英
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
﹈﹇
初
出
﹈﹇『
週
刊
現
代
』

一
九
六
八
年
一
月
一
日
号
│
一
九
七
〇
年
十
二
月
二
六
日
号
﹈、
柴
田
錬
三

郎
『
柴
錬
三
国
志
英
雄
生
き
る
べ
き
か
死
す
べ
き
か
』
上
下
﹇（
柴
田
錬
三

郎
選
集
十
二
│
十
三
、
集
英
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
﹈﹇
初
出
﹈﹇『
週
刊

小
説
』
一
九
七
四
年
五
月
十
七
日
号
│
一
九
七
六
年
九
月
六
日
号
﹈
な
ど
、

自
ら
も
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
を
行
っ
て
い
る
。

6

柴
田
錬
三
郎
『
三
國
志
』（
世
界
の
国
民
文
学
①
、
鱒
書
房
、
一
九
五
五

年
）、
二
四
七
頁
。

7

一
九
八
〇
年
代
に
は
、「
三
国
志
」
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
六

人
中
五
人
が
、
吉
川
版
を
読
ん
だ
と
い
う
（「
部
課
長
に
き
く
、
わ
が
「
三

国
志
」
体
験
」﹇『w

ill

』
六
月
特
別
号
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
五
年
六

月
）、
五
六
│
五
九
頁
）。

戦
後
に
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
を
行
っ
た
作
家
た
ち
も
、
吉
川
版
を

意
識
し
て
い
る
。「〔
…
〕
昭
和
の
私
た
ち
が
三
国
志
と
い
え
ば
、
吉
川
英

治
の
『
三
国
志
』
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
（
陳
舜
臣
「『
諸
葛
孔
明
』
で

吉
川
三
国
志
の
宿
題
を
提
出
」﹇
吉
川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治
歴
史
小

説
の
世
界
―
壮
大
な
る
ロ
マ
ン
の
魅
力
』（
吉
川
英
治
記
念
館
、
一
九
九
二

年
）、
六
五
頁
﹈）。」「
ぼ
く
の
「
三
国
志
」
と
の
出
合
い

マ

マ

は
高
校
時
代
だ
っ

た
。
吉
川
英
治
の
『
三
国
志
』
を
読
み
、
こ
れ
が
非
常
に
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
だ
（
北
方
謙
三
『
三
国
志
の
英
傑
た
ち
』（
角
川
春
樹
事
務
所
、
二
〇

〇
六
年
）、
十
三
頁
）。」
な
ど
。

8
『
三
国
志
演
義
』
の
注
釈
に
、
井
上
新
一
郎
編
『
支
那
小
説
譯
解
』
第
十

一
號
（
東
海
義
塾
、
一
九
〇
〇
年
三
月
五
日
）、
抄
訳
に
、
久
保
天
隨
『
三

國
志
演
義
』（
支
那
文
學
評
釈
叢
書
第
一
巻
、
隆
文

、
一
九
〇
六
年
）、

翻
訳
に
、
久
保
天
隨
『
新
譯
／
演
義
三
国
志
』
上
下
（
新
譯
漢
文
叢
書
第

十
二
│
十
三
編
、
至
誠
堂
、
一
九
一
二
年
）、
子
ど
も
向
け
再
話
に
、
最
上

哲
夫
『
三
國
志
物
語
』（
世
界
名
篇
物
語
叢
書
六
、
金
蘭
社
、
一
九
二
六
年
）

な
ど
が
あ
る
。

9

岡
本
成
蹊
『
新
譯
三
國
志
』（
八
紘
社
、
一
九
三
九
年
七
月
、
十
版
、
一
九

四
一
年
七
月
）。
岡
本
版
と
略
記
す
る
。

10

村
上
知
行
『
三
國
志
物
語
』
第
一
巻
│
第
三
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九

年
十
一
、
十
二
月
、
一
九
四
〇
年
二
月
）。
村
上
版
と
略
記
す
る
。

11

雄
山
閣
編
『
三
國
志
』（
物
語
近
世
文
學
第
十
五
巻
、
雄
山
閣
、
一
九
四
〇

年
八
月
）。
雄
山
閣
版
と
略
記
す
る
。

12

弓

芳
夫
『
三
國
志
』（
第
一
書
房
、
一
九
四
一
年
一
月
）。
弓

版
と
略

記
す
る
。

13

野
村
愛
正
『
三
國
志
物
語
』（
大
日
本
雄
辯
會
講
談
社
、
一
九
四
〇
年
、
四

版
、
一
九
四
一
年
）
は
、
子
ど
も
向
け
再
話
で
あ
る
。
野
村
版
と
略
記
す

る
。ま

た
、
多
数
の
『
三
国
志
演
義
』
の
再
話
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
場
彌
平

『
秋
風
五
丈
原
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九
年
）、
田
中
久
『
兵
法
三
國
志
』

（
新
正
堂
、
一
九
四
二
年
）
な
ど
、
史
書
『
三
国
志
』
を
語
り
直
し
た
も
の

も
出
て
お
り
、
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
「
三
国
志
」
熱
の
高
ま
り
が
窺
え

る
。
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14

奥
野
信
太
郎
「
三
國
志
演
義
を
中
心
と
し
て
」﹇『
中
央
公
論
』
一
九
三
九

年
九
月
特
大
號
（
中
央
公
論
社
、
一
九
三
九
年
）、
四
五
八
│
四
六
五
頁]

、

四
五
九
頁
。『
水
滸
伝
』
の
再
話
に
つ
い
て
は
、
高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日

本
人
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。

15
『
通
俗
三
國
志
』
は
、
一
九
四
〇
年
に
も
再
版
さ
れ
て
い
る
（
博
文

編
輯

局
編
『
通
俗
三
國
志
』
第
一
│
六
巻
）。

16

弓

小
鰐
『
西
遊
記
』（
世
界
大
衆
文
學
全
集
六
七
巻
、
改
造
社
、
一
九
三

一
年
）、
頁
数
な
し
、
弓

芳
夫
『
西
遊
記
』（
第
一
書
房
、
一
九
三
九

年
）、
頁
数
な
し
。
ま
た
、
一
九
四
九
年
に
再
刊
さ
れ
た
『
西
遊
記
』
の

「
は
し
が
き
」
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
に
な
っ
て
い
る
（
弓

小
鰐
『
西
遊
記
』

上
（
第
二
書
房
、
一
九
四
九
年
）、
一
│
二
頁
）。

17

弓

芳
夫
『
水
滸
傳
』（
第
一
書
房
、
一
九
四
〇
年
）、
一
│
四
頁
。

18

弓

版
、
三
│
四
頁
。

19

村
上
版
、
二
巻
、
頁
数
な
し
。
第
三
巻
に
も
同
様
の
広
告
が
掲
げ
ら
れ
て

い
る
。

20

村
上
版
、
一
巻
、
一
│
三
頁
。

21
「
次
の
夕
刊
小
説
」﹇『
中
外
商
業
新
報
』
一
九
三
九
年
八
月
二
十
四
日
夕

刊
﹈。

22

野
村
版
、
四
│
五
頁
。

23

太
田
熊
藏
『
諸
葛
孔
明
傳
』（
山
水
社
、
一
九
四
二
年
）、
十
三
頁
。「
序
」

で
は
、
元
々
非
常
時
に
何
か
遣
り
た
い
と
思
い
執
筆
に
取
り
掛
か
っ
て
い

た
が
、
宣
戦
の
大
詔
に
よ
っ
て
一
気
呵
成
に
筆
を
進
め
た
と
、
時
勢
を
受

け
た
執
筆
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
序
篇
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

人
が
ど
の
よ
う
に
諸
葛
亮
を
捉
え
て
き
た
か
を
整
理
し
、「
眞
に
我
國
の
先

祖
と
し
か
感
じ
ら
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
一
│
二
、
十
頁
）。

24

早
稻
田
大
學
出
版
部
編
『
物
語
支
那
史
大
系
』
第
四
│
五
巻
（
早
稻
田
大
學

出
版
部
、
一
九
二
九
年
）
は
『
通
俗
三
國
志
』
を
収
め
て
い
る
。
早
稻
田

大
學
出
版
部
編
『
通
俗
二
十
一
史
』
第
四
│
五
巻
（
早
稻
田
大
學
出
版
部
、

一
九
一
一
年
）
の
改
版
で
あ
る
が
、
例
言
は
書
き
改
め
ら
れ
て
い
る
。

25

桑
原
武
夫
「
三
國
志
の
た
め
に
―
吉
川
幸
次
郎
君
に
―
」﹇『
文
藝
』（
改
造

社
、
一
九
四
二
年
八
月
）﹈、
十
三
頁
。﹇『
桑
原
武
夫
全
集
』
第
三
巻
（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）
所
収
﹈。

26

立
間
祥
介
「「
三
国
志
」「
三
国
志
演
義
」
と
吉
川
「
三
国
志
」（
二
）」﹇
吉

川
英
治
『
三
国
志
』（
六
）（
吉
川
英
治
歴
史
時
代
文
庫
三
八
、
講
談
社
、

一
九
八
九
年
）﹈、
四
九
〇
│
四
九
一
頁
、
雑
喉
『
三
国
志
と
日
本
人
』、
一

三
六
│
一
五
四
頁
。

27

中
田
耕
治
「「
三
国
志
」
と
二
人
の
作
家
吉
川
英
治
と
柴
田
錬
三
郎
の
作
品

を
比
べ
て
」﹇『
週
刊
読
書
人
』
一
九
六
六
年
三
月
三
一
日
﹈、
尾
崎
秀
樹

「
三
国
志
を
書
い
た
理
由
は
」﹇『
図
書
新
聞
』
一
九
六
六
年
八
月
十
三
日
﹈、

木
村
一
信
「
日
本
に
お
け
る
諸
葛
孔
明
像
（
二
）
―
明
治
以
後
」﹇
加
地
伸

行
『
諸
葛
孔
明
の
世
界
』（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
三
年
）﹈、
一
七
九
頁
、

井
波
律
子
「
日
本
人
と
諸
葛
亮
」﹇『
月
刊
し
に
か
』（
大
修
館
書
店
、
一
九

九
四
年
四
月
号
）﹈、
六
六
頁
、
雑
喉
『
三
国
志
と
日
本
人
』、
一
四
四
│
一

四
八
頁
、
吉
川
英
治
記
念
館
編
『
吉
川
英
治
人
と
文
学
』（
講
談
社
、
二
〇

〇
六
年
）、
四
十
│
四
三
頁
、

人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）、
一
六
二
│
一
七
一
、
一
八
一
│
一
九
〇
頁
。

28

句
読
点
は
、
徳
田
武
編
･
解
説
『
李
卓
吾
先
生
批
評
三
国
志
』
第
一
│
六

巻
（
対
訳
中
国
歴
史
小
説
選
集
四
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
四
年
）
を
参

照
し
た
。

29

博
文

編
輯
局
編
『
通
俗
三
國
志
』（
四
）、
二
八
七
│
二
八
八
頁
。
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30

吉
川
版
、
一
九
四
二
年
十
一
月
十
八
日
夕
刊
。

31

野
村
版
、
二
四
六
頁
。

32

一
方
、
書
き
改
め
合
理
化
し
て
い
る
場
面
も
あ
る
。『
三
国
志
演
義
』
で
は
、

長
坂
坡
で
阿
斗
を
救
っ
た
趙
雲
は
、
穴
に
落
ち
て
し
ま
う
が
、
赤
い
光
と

共
に
穴
の
外
に
逃
れ
る
。
野
村
版
の
底
本
で
あ
る
『
通
俗
三
國
志
』
で
は
、

「
忽
然
と
し
て
坑
の
う
ち
よ
り
紅
の
光
た
な
び
き
、
紫
の
霧
お
こ
つ
て
、
趙

雲
が
乘
つ
た
る
馬
一
飛
に
駈
出
け
れ
ば
、
張
�
大
に
駭
き
、
重
て
追
ざ
り

け
り
。
こ
れ
懷
に
抱
け
る
小
兒
が
、
後
に
天
子
と
な
る
べ
き
の
洪

あ
る

に
よ
つ
て
な
り
（
博
文

編
輯
局
編
『
通
俗
三
國
志
』（
三
）、
六
三
頁
）。」

と
描
か
れ
る
が
、
野
村
版
で
は
「
あ
は
や
豪
勇
趙
雲
も
討
た
れ
た
か
と
見

え
た
が
―
―
刹
那
、
身
を
そ
ば
め
て

出
す
槍
の
柄
を
ぐ
ツ
と
つ
か
み
、

し
ま
つ
た
と
相
手
が
手
許
に
た
ぐ
る
に
乘
じ
て
、
ぱ
ツ
と
馬
も
と
も

ぐ

土
穴
か
ら
躍
り
で
た
（
野
村
版
、
一
三
九
頁
）。」
と
神
秘
の
力
で
は
な
く
、

穴
か
ら
自
力
で
脱
出
し
た
と
合
理
化
し
て
い
る
。

33

村
上
版
、
二
巻
、
四
〇
九
頁
。

34

黄
巾
の
乱
の
説
明
の
「〔
…
〕
そ
れ
（
引
用
者
注：

南
華
老
仙
）
を
虚
無
の

彼
方
か
ら
引
合
ひ
に
出
し
て
來
た
の
は
、
流
石
に
秀
才

イ
ン
テ
リ

ら
し
い
思
付
き
で

あ
る
（
村
上
版
、
一
巻
、
二
頁
）。」
や
連
環
の
計
で
の
「〔
…
〕
彼
女
（
引

用
者
注：

貂
蝉
）
の
一
曲
に
國
に
仇
す
る
亂
臣
を
斬
ら
ん
と
す
る
の
刄
が

隱
さ
れ
て
ゐ
よ
う
と
は
、
誰
が
料
り
知
り
得
た
ろ
う
？
（
同
七
三
頁
）」
な

ど
、
語
り
手
が
声
を
覗
か
せ
る
場
面
も
あ
る
。

35

岡
本
版
、
三
五
二
│
三
五
三
頁
。

36

第
九
集
、
人
民
文
学
出

版
社
、
二
〇
〇
五
年
）﹈、
三
三
三
頁
。

37

第
九
集
、
人
民
文
学
出
版
社
、
二

〇
〇
五
年
）﹈、
一
三
五
頁
。
ま
た
、
村
上
は
戦
後
の
書
き
換
え
の
際
、「
あ

ま
り
に
も
偽
善
的
な
し
ら
じ
ら
し
い
劉
備
の
せ
り
ふ
に
嫌
気
が
さ
し
、
一
、

二
句
は
ぶ
い
た
部
分
も
あ
る
（
村
上
知
行
『
三
国
志
』（
一
）（
角
川
書
店
、

一
九
七
二
年
）、
四
〇
〇
頁
）。」
と
書
い
て
い
る
。

38
「
彼
（
引
用
者
注：

曹
操
）
が
天
性
の
殘
忍
を
物
語
つ
て
餘
り
あ
る
も
の

で
せ
う
（
弓

版
、
一
〇
二
頁
）。」「
持
つ
た
が
病
の
驕
慢
癖
は
、
直
ぐ
叉

鎌
首
を
も
た
げ
て
來
る
（
同
一
九
五
頁
）。」
な
ど
。

39
「
關

に
對
す
る
歡
待
―
―
と
い
ふ
よ
り
も
御
機
嫌
取
り
は
〔
…
〕（
同
上

書
、
一
二
五
頁
）」「
處
が
文
官
な
ど
と
い
ふ
も
の
に
は
、
兎
角
お
べ
ん
ち

ゃ
ら
が
多
い
と
見
え
て
〔
…
〕
曹
操
は
内
心
大
喜
び
の
癖
に
、
表
面
に
そ

れ
を
押
隱
し
て
謙
虚
振
り
を
見
せ
る
（
同
二
一
四
│
二
一
五
頁
）。」
な
ど
。

40
「〔
…
〕
恐
縮
顏
で
そ
の
繩
を
解
い
て
や
る
處
な
ど
は
、
人
を
喰
つ
た
も
の

（
同
上
書
、
七
四
頁
）。」「
豪
傑
笑
ひ
一
番
、
自
分
で
繩
を
解
い
て
や
る
や

ら
、
上
座
に
請
ず
る
や
ら
。
張
遼
も
感
激
し
て
潔
く
歸
順
を
誓
ひ
ま
し
た

が
、
曹
操
の
は

マ

マ

多
分
例
の
手
だ
っ
た
の
で
せ
う
（
同
一
一
二
頁
）。」
な
ど
。

41
「
こ
の
報
に
接
し
た
曹
操
は
、
バ
リ
バ
リ
歯
軋
り
し
て
怒
り
ま
し
た
（
同

上
書
、
六
七
頁
）。」「
も
う
半
分
は
自
棄
糞
で
す
（
同
二
八
四
頁
）。」
な
ど
。

42
「
こ
の
點
、
曹
操
も
な
か
な
か
宜
し
い
、
氣
に
入
っ
た
（
同
上
書
、
二
二

六
頁
）。」「
主
君
を
賣
る
貪
慾
者
と
し
て
、
斬
罪
に
處
し
た
の
は
、
こ
の
邊

曹
操
も
な
か
な
か
話
せ
る
男
で
す
（
同
二
六
八
頁
）。」「
し
か
し
曹
操
は
、

一
敗
地
に
塗
れ
た
ま
ま
、
決
し
て
凹
む
や
う
な
男
子
ぢ
や
な
い
（
同
二
八

一
頁
）。」
な
ど
。

43

同
上
書
、
三
〇
一
頁
。

44

岡
本
版
、
六
四
頁
。

45
「
だ
が
、
そ
れ
き
り
で
ペ
シ
ヤ
ン
コ
に
な
つ
て
し
ま
ふ
曹
操
で
は
な
い
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（
同
上
書
、
一
三
八
│
一
三
九
頁
）。」

46

同
上
書
、
一
八
二
頁
。
そ
の
後
、
関
所
手
形
を
関
羽
に
渡
さ
な
か
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
「
あ
れ
程
ま
で
別
離
わ
か
れ

を
惜
し
み
、
心
盡
し
の
餞
別
を
與
へ

た
り
し
た
曹
操
が
、
通
行
に
最
も
必
要
な
手
形
を
與
へ
な
か
つ
た
の
は
、

果
し
て
心
あ
つ
て
の
こ
と
で
あ
ら
う
か
、

忙
の
間
の
こ
と
ゝ
て
、
う
つ

か
り
忘
れ
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
ら
う
か
。」
と
判
断
を
保
留
し
て
い
る
（
同
一

八
八
頁
）。

雄
山
閣
版
で
も
、「
然
し
流
石
は
曹
操
で
あ
る
、「
こ
れ
こ
そ
眞
の
忠
臣

だ
」
と
敢
て
咎
め
よ
う
と
し
な
か
つ
た
（
雄
山
閣
版
、
七
六
頁
）。」
と
、

こ
の
場
面
に
お
け
る
曹
操
の
態
度
を
評
価
し
て
い
る
。

47
「〔
…
〕
臥
龍
臥
龍
で
ま
る
で
臥
龍
病
患
者
み
た
い
な
劉
備
〔
…
〕（
弓

版
、

一
五
三
頁
）」、「〔
…
〕
寛
仁
大
度
癖
の
劉
備
〔
…
〕（
同
上
書
、
二
四
八
頁
）」

な
ど
。

48
「〔
…
〕
ス
マ
ア
し
て
随
徳
寺
を
極
め
込
ん
だ
の
は
、
ど
う
も
人
が
い
い
と

は
申
さ
れ
ま
せ
ん
（
同
上
書
、
一
三
二
頁
）。」「〔
…
〕
劉
備
の
ペ
テ
ン
に

遇
つ
た
の
を
知
り
〔
…
〕（
同
一
三
三
頁
）」
な
ど
。

49

同
上
書
、
一
六
七
頁
。

50

長
坂
坡
で
趙
雲
に
救
わ
れ
た
阿
斗
を
投
げ
る
場
面
で
は
「
若
干
狂
言
ら
し

く
も
あ
る
が
、
生
眞
面
目
な
劉
備
と
し
て
は
、
或
は
本
氣
だ
つ
た
の
か
も

知
れ
ま
せ
ん
（
同
上
書
、
一
六
五
頁
）。」
と
留
保
を
つ
け
て
い
る
。

51
「（
引
用
者
注：

劉
表
か
ら
荊
州
を
譲
ら
れ
て
も
断
っ
た
こ
と
に
対
し
）

玄

と
い
ふ
の
も
妙
な
男
で
、
変
な
所
に
義
理
立
て
し
た
も
の
だ
。〔
…
〕

さ
う
か
と
云
つ
て
天
下
に
覇
を
と
な
へ
よ
う
と
い
ふ
野
心
は
持
つ
て
ゐ
る

の
だ
（
岡
本
版
、
二
四
二
頁
）。」
な
ど
。

52

「〔
…
〕
玄

の
得
意
や
思
ふ
べ
し
で
あ
る
（
同
上
書
、
三
四
一
頁
）。」

「
玄

は
相
變
ら
ず
の
面
目
論
で
〔
…
〕（
同
三
八
七
頁
）」
な
ど
。

53

同
上
書
、
三
三
二
頁
。
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